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令和６年度補正予算等 ②～④
一般質問　６人が登壇し町政を問う ⑤～⑩
委員会活動 ⑪
町民のひろば ⑫

令和６年 第２回定例会令和６年 第２回定例会

長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

新しい通学路

　笑顔で
　　スイスイ♪



一般会計予算に3億1876万円を追加し、
総額76億2176万円

第２回定例会　６月17日～20日（４日間）
提案された補正予算、条例改正等８件を慎重に
審議し原案どおり可決された。

①物価高騰対応重点支援地方創生臨時
　交付金…………………… 5000万円
今年度新たに住民税非課税世帯等になった
世帯を対象に10万円給付

②定額減税補足給付金
　……………………… １億4000万円
定額減税しきれない人に対し給付

③通学路交通安全対策事業
　…………………………… 3080万円
カラー舗装等、通学路交通安全プログラム
に基づく安全対策工事を実施（４ヵ所）

④幹線町道整備事業……… 3989万円

赤田・上沖洲線（永塩地内）の整備を推進
するもの

主な事業

くらしの安全と安心に備えて
～補正予算で充実～

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）
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一
般
会
計
補
正
予
算

問
（
田
成
議
員
）　　
　
　
　
　
　

団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業
の
実

施
設
計
業
務
委
託
料
に
、
揚
水
ポ
ン
プ

更
新
２
箇
所
、
排
水
路
１
箇
所
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
機
能
を
向
上
す
る
も
の
な

の
か
、
維
持
す
る
も
の
な
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

機
能
は
維
持
し
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
長
寿
命
化
を
図
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

問
（
荒
木
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

は
、
委
託
料
と
助
成
金
に
分
か
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

医
師
会
と
の
契
約
に
基
づ
く
委
託

料
と
、
医
師
会
に
所
属
し
て
い
な
い
医

療
機
関
が
接
種
す
る
場
合
の
助
成
金
と

し
て
予
算
を
組
ん
だ
。

問
（
竹
本
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

赤
田
・
上
沖
洲
線
（
永
塩
地
内
）

道
路
改
良
工
事
の
内
容
は
。

答
（
建
設
課
長
）

赤
田
区
公
民
館
東
側
の
約
１
２
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
あ
り
、
道
路
土
木

一
式
工
事
他
、
環
境
型
側
溝
、
歩
車
道

環
境
ブ
ロ
ッ
ク
、
車
道
は
下
層
路
盤
、

歩
道
も
路
盤
を
施
工
す
る
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

通
学
路
交
通
安
全
対
策
工
事
費
の

４
路
線
の
発
注
時
期
と
工
期
は
。

答
（
建
設
課
長
）

７
月
発
注
、
８
月
発
注
が
そ
れ
ぞ

れ
２
件
、
工
期
は
い
ず
れ
も
12
月
下
旬

ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

問
（
濱
﨑
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
は
ど

う
い
う
事
業
な
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

宝
く
じ
助
成
事
業
で
あ
り
、
県
に

申
請
し
、
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
事
業

で
あ
る
。
今
回
は
、
腹
赤
区
、
古
城
区

が
、
放
送
設
備
の
更
新
に
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約

　
赤
田
・
上
沖
洲
線
道
路
改
良
工
事

　
契
約
金
額
６
０
２
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

新
た
に
住
民
税
非
課
税
等
と
な
る

世
帯
へ
の
給
付
金
は
、
家
計
急
変
に
よ

り
急
激
に
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
は
、

給
付
の
対
象
と
な
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

令
和
６
年
度
個
人
住
民
税
が
課
税

で
あ
れ
ば
、
定
額
減
税
も
し
く
は
調
整

給
付
の
対
象
と
な
り
、
今
回
の
給
付
金

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

問
（
福
田
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

旧
長
洲
中
学
校
の
理
科
薬
品
の
処

分
手
数
料
97
万
２
千
円
が
発
生
し
て
い

る
が
、
種
類
と
数
量
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

約
２
０
０
種
類
、
約
４
０
０
点
の

薬
品
が
あ
り
、
小
瓶
で
管
理
さ
れ
て
い

る
。

主
な
質
疑

農地潤す揚水ポンプ

薬品の管理を慎重に

工事は着々と進行中
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専
決
処
分

長
洲
町
税
条
例

定
額
減
税
の
実
施
等

●
能
登
半
島
地
震
被
災
者
に
対
す
る
個

人
住
民
税
の
特
別
措
置

●
個
人
住
民
税
所
得
割
額
か
ら
１
人

１
万
円
の
定
額
減
税
の
実
施

●
わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
課
税
標
準
の

特
例
措
置

●
新
築
認
定
長
期
優
良
住
宅
特
例
に
係

る
申
告
の
見
直
し

長
洲
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

軽
減
措
置
の
拡
充

●
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
限
度
額
改
正　
22
万
円
→
24
万
円

●
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
で
、
保
険
者

の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
の
引
上
げ

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
な
が
す
未
来
館
文
化
ホ
ー
ル
内
壁
タ

イ
ル
撤
去
工
事　
５
８
３
万
円

繰
越
明
許
費

問
（
磯
野
議
員
）

給
食
配
送
車
が
昨
年
度
内
に
納
車

で
き
ず
繰
越
と
な
っ
た
が
、
11
月
に
間

違
い
な
く
納
車
さ
れ
る
か
。
ま
た
、
納

車
が
延
び
た
こ
と
に
よ
る
影
響
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
５
年
５
月
に
契
約
し
て
い
た

が
、
半
導
体
不
足
に
よ
り
納
車
が
困
難

と
の
こ
と
で
、
今
年
11
月
30
日
に
事
業

完
了
予
定
で
あ
る
。
配
送
業
務
に
影
響

は
出
て
い
な
い
。

条
例

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例

受
給
者
の
負
担
を
軽
減

　
受
給
資
格
者
の
自
己
負
担
額
の
変
更

　
入
院　
２
０
４
０
円
→
２
０
０
０
円

　
入
院
外
１
０
２
０
円
→
１
０
０
０
円

問
（
林
議
員
）

な
ぜ
自
己
負
担
額
の
端
数
を
切
捨

て
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、
す

で
に
改
正
が
あ
っ
て
お
り
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
も
基
準
を
合

わ
せ
、
２
つ
の
事
業
の
整
合
性
を
保
つ

た
め
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
26
年
厚
生
労

働
省
令
第
61
号
）
の
一
部
改
正
に
よ
る

職
員
配
置
基
準
の
変
更
。

令和５年度長洲町一般会計繰越明許費の報告
単位:万円

事業名 予算計上額 繰越額 現況
LPガス価格高騰対策支援事業 2225 2225 ８月完了予定
多世代交流拠点施設整備事業 2億7100 2億7100 R７年３月完了予定
住民基本台帳ネットワーク整備事業 470 470 入札等準備中
戸籍電算化事業 690 690 R７年３月完了予定

道路等整備事業 7085 7085 入札等準備中、完了した工事あり
学校給食運営事業(荒尾市・長洲町
学校給食センター協議会負担金) 179 179 11月完了予定

繰越明許費とは…�経費の性質等により、年度内に支出が終わらないものについて、
議決を経て翌年度に限り繰り越して使用できる予算。

令和５年度下水道事業会計予算繰越
単位:万円

事業名 予算計上額 繰越額 説明

浄化センター施設改
築工事等委託事業 5億8770 5億8770

浄化センター水処理設備等の更新
事業が、年度内に支払い事務が生
じなかった。

浄化センター施設
改築工事等委託事
業（事故繰越）

1億5285 6000
浄化センター水処理設備の汚水ポ
ンプ及び脱臭設備等の更新事業
で、入札の不調やコロナ禍の影響
によるもの。
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
、
全

て
の
項
目
で
全
国
平
均
を
上
回
る

目
標
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
は
。

答
（
教
育
長
）

小
中
学
校
の
全
教
職
員
が
指
導
教

諭
の
授
業
を
参
観
し
て
研
究
会
を
行

い
、
授
業
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
問
題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

教
材
を
活
用
し
、
家
庭
学
習
や
補
充
学

習
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

問
中
学
校
３
年
生
の
英
語
は
全
国
平

均
と
比
べ
、
マ
イ
ナ
ス
11
・
６
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
長
）

「
読
む
」「
書
く
」
の
区
分
で
正
答

率
が
低
く
、「
聞
く
」
の
区
分
で
は
県

平
均
に
近
い
。「
聞
く
」
は
、
幼
少
期

か
ら
の
英
語
教
育
で
英
語
に
触
れ
、
慣

れ
親
し
む
こ
と
で
定
着
で
き
て
い
る
と

推
測
し
て
い
る
。「
読
む
」「
書
く
」
は
、

単
語
、
文
法
、
英
文
書
の
読
解
力
及
び

記
述
等
の
基
礎
・
基
本
が
定
着
で
き
て

い
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。

問
中
学
校
３
年
生
の
英
検
３
級
相
当

取
得
率
の
目
標
値
が
40
％
だ
が
、

現
状
は
。

答
（
教
育
長
）

こ
の
数
値
の
基
と
な
る
公
立
中
学

校
の
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
の
結
果

は
、
令
和
５
年
度
51
・
４
％
と
な
っ
て

お
り
、
県
内
平
均
の
46
・
６
％
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。

問
取
得
率
向
上
の
取
組
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

小
学
校
１
、２
年
生
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ
る
英
語
の
時
間

を
週
１
回
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
生
対
象
に
、
放
課

後
に
英
検
レ
ッ
ス
ン
を
、
中
学
生
に
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
夏
休
み
の
英
検
対
策

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

問
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）

基
礎
学
力
に
つ
い
て
全
力
を
注
い

で
い
る
。
課
題
は
あ
る
が
、
主
体
性
を

持
っ
た
取
組
に
な
る
よ
う
に
、
ま
い
進

す
る
。

田
た
成
なり
　　護

まもる

議員

児童生徒の学力・英語力向上を

答 基礎学力向上に全力を注いでいる

学力の向上を

グローバルに活躍できるように
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

文
部
科
学
省
は
教
員
の
長
時
間
労
働

に
歯
止
め
が
か
ら
な
い
た
め
に
給

特
法
を
改
正
し
、
残
業
の
上
限
を
「
月

45
時
間
、
年
間
３
６
０
時
間
」
と
定
め

た
が
、
年
間
３
６
０
時
間
を
超
過
す
る

残
業
を
行
っ
た
教
員
は
、
令
和
４
年
度

と
５
年
度
、
小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
何

名
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
４
年
度
は
小
学
校
42
名
、
中

学
校
28
名
、
令
和
５
年
度
は
小
学
校
38

名
、
中
学
校
26
名
で
あ
る
。

問
町
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
教
員

が
始
業
前
に
出
勤
し
業
務
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
、
学
校
の
管
理
職
、
教

育
委
員
会
は
認
識
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

校
長
、
教
頭
の
管
理
職
も
含
め
認

識
し
て
い
る
。

問
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
小

中
学
校
に
お
い
て
、
始
業
前
の
超

過
勤
務
時
間
と
、
業
務
内
容
の
実
態
把

握
は
行
っ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

実
態
把
握
は
必
要
と
考
え
る
。
改

善
策
を
現
場
と
教
育
委
員
会
で
検
討
す

る
。

問
学
校
の
業
務
に
必
要
な
業
務
と
し

て
、
持
ち
帰
り
残
業
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

承
知
し
て
い
る
。

問
文
部
科
学
省
は
持
ち
帰
り
残
業
を

減
ら
す
た
め
に
、
実
態
把
握
に
努

め
る
よ
う
指
針
を
示
し
て
い
る
。
実
態

把
握
を
し
な
け
れ
ば
、
持
ち
帰
り
残
業

の
縮
減
は
困
難
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）　　

管
理
者
が
全
教
員
と
面
談
し
、
実

態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。
記
録
を
求
め

る
と
な
る
と
、
さ
ら
に
負
担
感
を
与
え

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
今
後
、

現
場
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

方
法
を
検
討
し
対
応
し
て
い
く
。

問
膨
大
な
学
校
業
務
の
見
直
し
を
行

い
、
教
員
１
人
当
た
り
の
業
務
負

担
軽
減
と
同
時
に
、
教
員
の
定
数
増
が

求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要

か
。答

（
教
育
長
）

根
本
的
な
問
題
は
教
職
員
の
定
数

を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、
国
や
県
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

結
び
義
務
標
準
法
の
抜
本
的
な
改
正

や
教
育
予
算
の
増
額
を
行
い
、

教
員
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

国
へ
の
要
望
が
不
可
欠
な
課
題
も
あ
れ

ば
、
本
町
が
率
先
し
て
で
き
る
と
こ
ろ

は
速
や
か
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

教員の働き方改革の中で超過勤務時
間の実態把握が必要であるが

答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

改善策を現場と教育委員会で検討する

急がれる教員の働き方改革

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

民間事業者との専門的な技術や
ノウハウを活かす答

包括連携協定とは

町
は
民
間
事
業
者
等
と
の
包
括
連
携

協
定
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

自
治
体
と
民
間
事
業
者
等
が
互
い

に
連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決
を
目
指
す

一
つ
の
取
組
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

問
民
間
事
業
者
等
に
と
っ
て
は
市
場

拡
大
や
顧
客
獲
得
、
信
頼
性
、
認

知
度
の
向
上
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
本
町
に
お
い

て
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
複
雑
化

し
て
い
る
。
行
政
の
み
で
対
応
で
き
な

い
課
題
に
対
し
、
民
間
事
業
者
等
の
人

材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

問
協
定
数
が
15
と
い
う
こ
と
だ
が
、

協
定
先
と
、
主
な
内
容
を
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
…
地
域
活
性

化
。
②
Ｄ
Ｈ
Ｃ
…
健
康
増
進
。
③
ヴ
ァ

ン
テ
ー
ジ
ジ
ャ
パ
ン
…
英
語
・
幼
児
教

育
。
④
味
の
素
九
州
事
業
所
…
ア
ミ
ノ

酸
等
を
活
用
し
、
地
域
活
性
化
。
⑤
石

井
食
品
…
食
品
６
次
産
業
化
。
⑥
エ
ム

テ
ィ
ー
ア
イ
…
デ
ジ
タ
ル
、
ア
プ
リ
等

開
発
。
⑦
日
本
郵
便
…
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
。
⑧
リ
ク
シ
ル
…
住
居
、
住
ま
い

等
に
関
す
る
教
育
、
子
ど
も
達
へ
の

教
育
。
⑨
エ
ル
テ
ス
…
デ
ジ
タ
ル
等
推

進
。
⑩
ジ
ャ
ク
エ
ツ
…
幼
児
教
育
や
公

園
遊
具
の
設
置
。
⑪
～
⑬
大
学
関
係
…

福
岡
大
学
、
崇
城
大
学
、
九
州
看
護
福

祉
大
学
。
⑭
自
治
体
関
係
…
大
分
県
宇

佐
市
、
水
産
振
興
や
防
災
協
定
。
⑮
荒

尾
警
察
署
…
犯
罪
防
止
、
防
犯
。

問
特
に
保
健
事
業
分
野
で
、
株
式
会

社
Ｄ
Ｈ
Ｃ
と
の
協
定
の
取
組
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
保
持
や

疾
病
予
防
に
葉
酸
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、

高
齢
者
の
骨
折
予
防
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

問
水
産
業
に
お
け
る
協
定
の
状
況

は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

有
明
海
の
再
生
や
漁
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
福
岡
大
学
の
技
術
で
底
質

浄
化
剤
設
置
を
実
施
し
て
い
る
が
、
引

き
続
き
調
査
・
検
証
し
て
い
く
。

地域活性化を願って

宝の海の再生を

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
地
域
の

魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
）

の
大
き
な
目
的
の
１
つ
は
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
移
住
・
定

住
・
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

20
～
39
歳
の
若
年
女
性
人
口
が
減
少
傾

向
の
本
町
で
は
、
若
い
世
代
の
人
口
増

加
を
図
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

ど
う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
町
長
）

本
町
の
日
本
人
の
人
口
は
、
男
女

と
も
に
若
い
世
代
の
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
現
状
で
あ
る
。
若
い
世
代
の
人

口
増
加
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
若
者

が
魅
力
を
感
じ
、
そ
の
地
域
で
交
流
し
、

移
住
・
定
住
を
促
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
定
住

促
進
に
向
け
た
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の

整
備
に
よ
る
居
住
環
境
の
充
実
を
は
じ

め
、
結
婚
を
支
援
す
る
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
、
就
学
前
の
子
ど
も
達
に
対
す

る
英
語
教
育
の
実
施
や
教
育
環
境
の
充

実
等
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、
地
域

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
若
い
世
代

の
人
口
増
加
を
促
進
す
る
取
組
を
進
め

て
い
る
。

問
平
成
26
年
は
消
滅
可
能
性
自
治
体

で
あ
っ
た
が
、
本
年
４
月
に
県
内

９
市
町
村
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
を
脱

却
し
た
と
公
表
さ
れ
た
。
脱
却
で
き
た

南
阿
蘇
村
は
、
令
和
３
年
か
ら
定
住
促

進
課
を
新
設
し
、
改
築
し
た
空
き
家
住

宅
を
活
用
し
た
お
試
し
移
住
体
験
等
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
た
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
た
こ
と

で
、
持
続
可
能
性
自
治
体
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
も
消
滅
可
能
性
自
治
体
を
脱

却
で
き
た
９
市
町
村
の
中
に
入
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

宅
地
整
備
の
促
進
や
、
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
、
保
育
所
施
設
等
の
整
備
に

よ
る
保
育
・
子
育
て
環
境
の
充
実
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
学
校
等
教

育
施
設
の
改
修
、
各
種
補
助
の
実
施
等

に
よ
る
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充

実
等
、
様
々
な
事
業
の
効
果
が
出
て
い

る
と
考
え
る
。

問
本
町
に
は
定
住
促
進
係
が
あ
る
。

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
に
よ
る

人
口
増
加
の
た
め
、
起
業
支
援
金
・
移

住
支
援
金
、
就
職
支
援
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
引
越
し
費
用
や
家
賃
の
一
部

補
助
、
空
き
家
取
得
・
改
修
費
の
補
助

等
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
サ
ポ
ー

ト
事
業
や
、
支
援
制
度
の
紹
介
に
精
力

的
に
取
組
み
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
業
の
効
果
・
検
証
を
行
い
、
改

善
し
な
が
ら
し
っ
か
り
取
組
ん
で
い
き

た
い
。

答
（
町
長
）

関
係
機
関
と
密
に
情
報
交
換
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
の
魅
力
向
上
と
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

地域の魅力を高めることにより
若い世代の人口増加を促進する答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

徹底した若者支援で若い世代の
人口増加を

南阿蘇村のシティプロモーションによる
お試し移住体験・「お試し」で田舎暮らし

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

平
成
31
年
度
よ
り
小
中
学
校
に
設
置

さ
れ
た
学
校
運
営
や
運
営
に
必
要

な
支
援
に
関
し
て
協
議
す
る
学
校
運
営

協
議
会
の
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。答

（
教
育
長
）

学
校
長
は
協
議
会
に
対
し
、
学
校

経
営
や
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
資
質
能

力
を
育
て
る
教
育
目
標
や
教
育
課
程
の

計
画
を
説
明
し
、
ど
う
す
れ
ば
解
決
で

き
る
か
議
論
し
、
承
認
し
て
も
ら
う
も

の
だ
。
経
営
者
と
し
て
、
年
度
最
終
に

は
評
価
を
し
て
も
ら
う
。
委
員
に
は
、

地
域
住
民
、
保
護
者
、
教
職
員
、
協
働

活
動
推
進
員
、
学
識
経
験
者
等
、
各
校

に
11
～
12
人
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
教
室
の

中
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
社
会

と
連
携
・
協
働
し
た
教
育
活
動
「
社
会

に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
。

答
（
教
育
長
）

学
校
だ
け
で
は
無
理
が
あ
る
。
保

護
者
や
地
域
住
民
と
情
報
や
課
題
を
共

有
し
、
共
通
の
目
標
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定

し
同
じ
思
い
で
教
育
活
動
を
進
め
る
こ

と
が
効
果
を
上
げ
、
学
び
や
成
長
を
支

え
る
た
め
に
こ
の
教
育
課
程
の
実
現
が

必
要
だ
。
保
護
者
や
地
域
の
参
画
が
何

よ
り
の
支
援
で
あ
る
。
更
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問
学
校
運
営
協
議
会
を
持
続
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
今

後
、
全
体
会
を
作
っ
て
協
議
し
て
は
ど

う
か
。

答
（
教
育
長
）

今
後
は
、
全
て
の
協
議
会
が
意
見

交
換
で
き
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え
計

画
し
て
い
る
。

問
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
５
年
度
の
主
な
活
動
は
、

保護者や地域住民との協議で総合的な
学習により教育効果を上げている答

福
ふく
本
もと
みや子

こ

議員

旧
腹
栄
中　
調
理
実
習
、
花
植
作
業

旧
長
洲
中　
町
の
成
立
ち
、
職
場
体
験

六
栄
小　
車
い
す
体
験

腹
赤
小　
町
内
事
業
所
見
学

清
里
小　
田
植
え
、
ミ
シ
ン
指
導

長
洲
小　
町
議
会
見
学　
　
　
等
々

　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の

幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と

進
め
ら
れ
て
い
る
。

問
こ
の
事
業
を
活
か
し
て
め
ざ
す
学

校
の
将
来
像
は
。

答
（
教
育
長
）

子
ど
も
達
を
お
客
さ
ん
に
し
な
い
、

さ
せ
ら
れ
感
の
な
い
主
体
性
の
あ
る
子

ど
も
の
育
成
を
め
ざ
す
。

「地域とともにある学校づくり」「学校
を核とした地域づくり」の推進状況は

学校運営協議会は地域と学校を
結ぶ協議の場

得意分野を活かして支援しましょう

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

うそをつくというか、そうならない
ようにやっていく
今後とも真摯に対応する

旧
長
洲
中
学
校
で
授
業
中
に
暴
力
を

受
け
て
被
害
を
受
け
た
当
時
１
年

の
女
子
生
徒
の
両
親
が
資
料
の
存
否
に

つ
い
て
事
実
と
異
な
る
説
明
を
受
け
不

当
と
、
町
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
裁
判
は
国
家
賠
償
法
に
よ
り
損
害
金

の
支
払
い
を
町
に
命
じ
た
。

　
前
課
長
と
教
育
委
員
会
が
ア
ン
ケ
ー

ト
も
記
録
も
な
い
と
答
弁
し
続
け
た
こ

と
は
虚
偽
だ
っ
た
と
認
め
る
か
。

答
（
教
育
長
）

本
件
は
、
説
明
は
虚
偽
と
さ
れ
賠

償
の
判
決
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
長
く
時
間
を
と
る
こ
と
に
な

り
深
く
詫
び
る
。
申
し
訳
な
い
。
教
育

委
員
会
と
し
て
過
去
を
反
省
し
、
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
に
努
め
る
。

答
（
町
長
）

議
員
の
、
る
る
、
長
期
に
わ
た
る

質
問
に
対
し
て
、
私
達
も
う
そ
を
つ
く

と
い
う
か
、そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
と

も
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

問
今
ま
で
中
学
校
暴
力
事
件
で
約
８

年
間
質
問
し
、や
っ
と
解
決
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
数
多
く
制
限
時
間
内

で
質
問
す
る
。
５
月
１
日
、
野
生
の
シ

カ
が
出
没
し
、
町
の
指
揮
の
下
、
て
き

ぱ
き
と
処
理
さ
れ
た
。
藤
の
木
の
花
と

芝
の
管
理
は
ど
う
か
。
金
魚
飼
育
の
案

内
所
併
設
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

藤
の
花
が
咲
か
な
い
問
題
は
教
示

を
受
け
て
管
理
を
行
う
。
芝
刈
り
は
年

に
７
回
実
施
し
、
肥
料
、
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
、
除
草
等
行
う
。
金
魚
ま
つ
り

は
５
万
５
千
人
の
来
場
を
得
た
。
町
の

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
と
し
た
い
。

問
工
期
は
３
月
末
だ
っ
た
。
新
中
学

生
の
新
し
い
自
転
車
通
学
路
や
農

業
路
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
。
入
札
工

事
で
あ
り
、
業
者
も
指
導
す
べ
き
だ
。

答
（
町
長
）

６
月
末
ま
で
延
期
し
、
工
事
の
遅

れ
に
よ
り
地
元
の
皆
様
や
利
用
者
に
申

し
訳
な
い
。
今
後
は
説
明
も
す
る
。

問
平
原
区
の
県
道
赤
田
・
上
沖
洲
線

完
成
後
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

通
称
『
航
送
船
道
路
』
の
跨
線
橋

は
維
持
管
理
費
等
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
て
い
る
。
平
原
区
内
の
信
号
設

置
は
検
討
し
、
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
は
排
水

対
策
も
協
議
す
る
。

問
一
定
の
効
果
が
報
告
さ
れ
た
が
、

１
町
で
取
組
む
事
業
で
は
な
い
。

面
す
る
４
県
の
事
業
だ
。

答
（
町
長
）

４
県
連
携
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
「
長
州
中
誕
生
」
の
誤
記
載
は
、

な
ぜ
早
急
に
訂
正
し
な
か
っ
た
か
。

答
（
教
育
長
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
訂
正
し
た
。

問
広
報
な
が
す
の
み
で
読
ん
で
い
る

人
は
切
り
捨
て
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

７
月
号
で
訂
正
し
、
お
詫
び
す
る
。

旧長洲中暴力事件に伴う
町の答弁について

答

濱
はま
㟢
さき
　久

ひさし

議員

藤
の
木
の
管
理
等
調
整
し
な
が
ら
行
う

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
の
管
理
に
つ
い
て

検
討
協
議
す
る

県
道
の
町
道
移
管
に
つ
い
て

４
県
に
働
き
か
け
て
再
生
に
取
組
む

干
潟
保
全
事
業
は
転
回
す
べ
し

今
後
は
二
重
三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

広
報
な
が
す
誤
記
載
は
住
民
を
惑
わ
す

ご
不
便
を
か
け
申
し
訳
な
い

建
浜
区
の
道
路
工
事
延
期
は
反
省
せ
よ
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　委員会では、町の問題点等について調査・審査し、ど
のような改善や対応が必要かを協議している。また、視
察や研修を行い、議員の資質向上に努めている。委員会 活 動

 
 

 
 

ひ
と
言

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
浦
邊
　
朝
章

　
副
委
員
長
　
福
田
　
史
治

　
委
　
員
　
田
成
　
　
護

　
委
　
員
　
前
田
美
和
子

　
委
　
員
　
林
　
　
敏
哉

　
委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

　
委
　
員
　
福
本
み
や
子

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
福
永
　
栄
助

「ながす議会だより 潮さい」は
でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

　
八
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
四
王
子

宮
が
、
こ
の
数
年
、
様
変
わ
り
し
て
い

る
。
四
季
の
花
で
彩
ら
れ
る
花
手
水
、

３
月
の
お
雛
様
、
５
月
の
節
句
飾
り
、

夏
は
輪
く
ぐ
り
と
数
多
く
の
風
鈴
。
ま

た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
来
て
若
者
達
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
人
が
集
ま
る
仕
掛

け
と
四
季
を
感
じ
る
工
夫
で
参
拝
客
を

迎
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
お
宮
が
に
ぎ
わ
う
の
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。（

荒
木
）

視　察　研　修　報　告

議会運営委員会

議会改革（ICT）調査特別委員会

　熊本地震の被害による新庁舎建設に併
せてタブレット端末を更新し、議会ICT
推進基本計画を策定した。現在、議会
ICT化に取組む中で、電子採決を導入し
ており、また、オンライン会議システム
の活用等は、災害時の運用にも期待でき
る。

　議会運営委員会での検討を受けて６月
定例会において特別委員会を設置し、視
察を行った。和水町では、本年４月にタ
ブレット端末を導入し、本会議において
議会と執行部がペーパーレス会議システ
ムを使用している。

　議会のICT化を図り、効率化を進めるこ
とで、「町民に開かれた議会」となる。本町
でも特別委員会を設置し、早急に取組むべ
きと結論を出した。

　実際に使われているタブレットで操作した。
紙資料の印刷や配布にかかるコスト削減や
議会運営の効率化にも大いに期待がされる。
引き続き、導入について調査を行う。

令和６年４月26日（金）
「議会運営の効率化について」

大津町議会

令和６年７月５日（金）
「タブレット端末導入と活用について」

和水町議会

潮さい（R6.8.15 No.158）潮さい（R6.8.15 No.158）
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※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

■問い合わせ先

議会事務局（電話　７８－３２９１）
手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

皆さん傍聴に来てみらんね！

次の定例会は

開会の予定です
月９日（月）9

町民のひろば町民のひろば

地域リポート

清里小学校・長洲小学校６年生の議場見学

　環境美化活動として、６年前から有志で「ゴキブリ
団子」を作り、全世帯に配布している。毎年５月に新
山集会場で多くの参加者を集め、３千個の団子を作
る。原材料の小麦粉やホウ酸等の値上がり等で苦労
もあるが、区民から「ゴキブリが減った」と喜ばれて
いる。

　清里小と長洲小の６年生が、身近な地方議会について理解を深めることを目
的として、社会科授業の一環で６月定例会を傍聴した。また、出前授業では、
町議会の仕組み等について学習した。
　授業後のアンケートでは、小学生からは以下のような感想や意見が出た。

（新山区）

傍聴特集傍聴特集

議会見学について議会見学について

出前授業について出前授業について

議会を見学して
興味がわきましたか？

将来議員になりたいと
思いますか？

議員は町民の意見や
考えをもとに話し
合っていることがわ
かった。

女性の議員が少ない。

拍手をしてはいけな
いと知り、びっくり
した。

また議会を見たい。

町のお金が身近なと
ころに使われてい
て、感謝しようと
思った。

町の予算や税金の金
額の大きさに驚い
た。

教科書もふくめて、
物を大切にしようと
思った。

はい
72％
（38人）

いいえ
28％

（15人）

17％
（９人）

はい

83％
（45人）

いいえ

回答
53人

回答
54人

傍
聴
席
で
発
言
を
聴
く
児
童

  
議

長
 福

永
栄

助
広

報
調

査
特

別
委

員
会 〒869‐0198 熊

本
県

玉
名

郡
長

洲
町

大
字

長
洲

2766 
 TEL 0968‐

78‐
3291

FAX 0968‐
78‐

1092
発

行責
任

者
編

　
 集

な
が
す
議
会
だ
よ
り

2024年
8月
15日

発
行

N
o.158
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